
妙
高
山
麓
県
民
の
森
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？


土
を
販
売
し
て
い
ま
す

在
職
者
訓
練
の
受
講
者
を
募
集

県立看護大学

推薦・社会人選抜

（）年　　　　　　　　９月２９日　　　　　　　　（令和８年）　　　　　　　（火曜日）

遊
歩
道
の
様
子

清水ヶ池からの景色

名物のジャンボステーキ（ライス・サラ
ダ付き）

　
上
越
利
水
事
務
所
で

は

工
業
用
水
道
の
浄
水

過
程
で
取
り
除
い
た
泥
を

乾
燥
さ
せ
た

土

を
販

売
し
て
い
ま
す


　
ご
家
庭
で
の
利
用
や
建

設
工
事
で
の
業
務
利
用
な

ど

個
人
・
法
人
を
問
わ

ず

ど
な
た
で
も
購
入
可

能
で
す
の
で

ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い



販
売
価
格

１
立
方


当
た
り

円
税
込
み


最
低
販
売
価
格
は

円
で

す

現
金
で
お
支
払
い
の

場
合
は

釣
銭
が
な
い
よ

う
に
お
支
払
い
を
お
願
い

し
ま
す



販
売
量

軽
ト
ラ

ク


０
・
２
立
方


程
度

か
ら

ｔ
ダ
ン
プ

６
立

方


単
位
な
ど

ご
希

望
の
量
で
販
売
し
ま
す



購
入
し
た
土
の
用
途


個
人
の
方
で
は

家
庭
菜

園
畑
田
ん
ぼ
の
客
土
等

へ
の
用
途
が
多
い
で
す


建
設
業
者
の
方
が
購
入
す

る
場
合

工
事
に
お
け
る

盛
土
や
土
壌
改
良
等
へ
の

用
途
が
多
い
で
す



注
意
事
項
運
搬
車
両


積
込
用
の
重
機

包
装
等

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

購

入
者
ご
自
身
で
手
配
を
お

願
い
し
ま
す

搬
出
可
能

時
間
は

土
日
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す


◇

　
詳
し
く
は

上
越
利
水

事
務
所
の
ホ

ム
ペ

ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い



申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

上
越
利
水
事
務
所

業
務
課

上
越
市
大
字
寺

２


電
話
０
２
５
・
５

２
４
・
４
１
０
１



土
日
祝
日
を
除
く
午
前

８
時

分
か
ら
午
後
５
時


分
ま
で


　
県
立
看
護
大
学
で
は


令
和
９
年
度
の
学
校
推
薦

型
選
抜
及
び
社
会
人
選
抜

を
行
い
ま
す



募
集
学
科

看
護
学
部

看
護
学
科


募
集
人
員


①
学
校
推
薦
型
選
抜

県

内
の
高
校
在
学
生
※

　


名

②
社
会
人
選
抜
　
若
干
名

※
本
人
又
は
家
族
の
住
民

登
録
の
状
況
に
よ
り
県
外

の
高
校
在
学
生
に
も
出
願

資
格
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す



試
験
日


月

日


土



出
願
方
法

出
願
は


イ
ン
タ

ネ

ト
の
出
願

サ
イ
ト
に
必
要
な
情
報
を

登
録
し

出
願
サ
イ
ト
か

ら
出
力
し
た
出
願
書
類
と

調
査
書
等
を

本
学
へ
郵

送
又
は
持
参
に
よ
り
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す


詳
し
く
は

本
学
ホ

ム

ペ

ジ
に
掲
載
す
る

学

生
募
集
要
項

及
び

イ

ン
タ

ネ

ト
出
願
利
用

ガ
イ
ド

で
ご
確
認
く
だ

さ
い



出
願
期
間


▼
出
願
サ
イ
ト
へ
の
登
録


月
２
日

月

午
前
９

時


月
９
日

月

午

後
５
時

▼
出
願
書
類
の
提
出


月
９
日

月

午
後
５

時
必
着


考
査
料

１
万
７
０
０

０
円


試
験
会
場

県
立
看
護

大
学

上
越
市
新
南
町
２

４
０
番
地



問
い
合
わ
せ
先

県
立

看
護
大
学
教
務
学
生
課


電
話
０
２
５
・
５
２
６

・
２
８
１
１



大
学
ホ

ム
ペ

ジ


　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

在
職
者
の

方
な
ど
を
対
象
に
次
の
訓

練
を
実
施
し
ま
す

会
場

は
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
す


▼
Ｄ
Ｘ
入
門


内
容

現
場
の
Ｄ
Ｘ
を

基
礎
か
ら
学
び

実
際
に

ツ

ル
を
体
験
し
な
が

ら

自
社
で
の
活
用
ア
イ

デ

ア
を
考
え
ま
す



実
施
日


月

日


火



日

水



時
間

午
前
９
時

午

後
４
時


受
講
料

５
７
０
０
円


定
員

先
着

名


募
集
期
間

９
月

日


火

正
午


月

日


金

正
午

　
コ

ス
の
内
容
な
ど
詳

し
く
は
当
校
ホ

ム
ペ


ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い



申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

県
立
上
越
テ
ク
ノ

ス
ク

ル

電
話
０
２
５

・
５
４
５
・
２
１
９
０


　
妙
高
連
峰
に
囲
ま
れ
た

標
高
１
３
０
０

の
笹


峰
高
原
に
位
置
す
る

妙

高
山
麓
県
民
の
森

は


県
民
の
森
林
に
対
す
る
理

解
の
増
進
や
自
然
愛
護
思

想
の
向
上

健
康
の
増
進

に
役
立
て
る
た
め
県
が
指

定
し
た
森
林
で
す


　
当
地
は

約
１
６
０


の
面
積
を
誇
る
広
大
な
森

で

全
国
的
に
も
珍
し
い

ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
の
美
林
や

ブ
ナ

シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど

の
多
彩
な
広
葉
樹
林
が
広

が
り

散
策
路
は
林
野
庁

か
ら

森
林
セ
ラ
ピ


ロ

ド

に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す


　
妙
高
山
麓
県
民
の
森


で
は

季
節
ご
と
に
表
情

を
変
え
る
豊
か
な
自
然

が

訪
れ
る
人
を
迎
え
ま

す

秋
に
は

様
々
な
樹

種
が
織
り
な
す
色
鮮
や
か

な
紅
葉
が
見
ど
こ
ろ
で

す
ま
た
笹

峰
グ
リ


ン
ハ
ウ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は

雄
大
な
自
然
を
眺

め
な
が
ら

名
物
の
ジ


ン
ボ
ス
テ

キ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す


　
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た



妙
高
山
麓
県
民
の
森


で
一
足
早
い
秋
の
訪
れ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か



問
い
合
わ
せ
先


グ
リ

ン
ハ
ウ
ス

電
話

０
２
５
５
・
８
６
・
６
６

６
０

農
林
振
興
部
林
業

振
興
課

電
話
０
２
５
・

５
２
６
・
９
４
６
６



